
滋賀県議会だより（1）　第133号 令和８年（2026年）９月６日（日）

用語解説 ※１「デスティネーションキャンペーン」……�JRグループと自治体等が協働で全国から誘客を図る大型の観光キャンペーン。
※２「三方よし」…………………………………�「売り手よし、買い手よし、世間よし」という言葉に表される、物を販売する際の売り手と買い手双方にとって利益があることに加え、商

いを行う地域にとっても益する行為が大事である、という近江商人の経営理念。
※３「滋賀地域交通計画」………………………「滋賀地域交通ビジョン」（令和6年3月策定）で描く地域交通の姿の実現に向け令和8年3月に策定したアクションプラン。
※４「二次交通」…………………………………交通軸となる鉄道や幹線バスなどの公共交通で最寄り駅・バス停まで移動した後、最終的な目的地まで移動するための交通手段。
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滋賀県議会だより

　７月定例会議では、高校教育改革を先導するパイロットケースの創出
に要する経費のほか、国の内示を受けた公共事業費の追加に係る経費
など126億3,354万５千円を追加する「令和８年度滋賀県一般会計補
正予算（第２号）」や、台風第７号および第８号による被害への対応のた

め、９億2,299万６千円を追加する「令和８年度滋賀県一般会計補正予
算（第３号）」、甲賀市信楽町において発生した土砂崩れによる被害への
対応のため、2,841万３千円を追加する「令和８年度滋賀県一般会計補
正予算（第４号）」および202万５千円を追加する「令和８年度滋賀県一
般会計補正予算（第５号）」など、知事提出議案28件と議員提出議案５
件（意見書案５件）が上程されました。
　これらの審議の結果、いずれも原案のとおり可決または同意しました。
　また、各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項につ
いて審議等を行いました。

7月22日～8月10日の20日間7月22日～8月10日の20日間

77月定例会議月定例会議のの概要概要

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

県
政
運
営

問　
県
政
の
基
本
方
針
と
し
て
平
成
31

年
に
策
定
さ
れ
た
12
年
間
を
期
間
と

す
る「
滋
賀
県
基
本
構
想
」は
、今
年
度
、８

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。知
事
の
４
期
目
の

在
任
期
間
は
基
本
構
想
の
最
終
タ
ー
ム
と

重
な
り
ま
す
。県
民
の
期
待
や
不
安
に
応

え
、公
約
な
ど
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に

は
、こ
の
基
本
構
想
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
で
あ
る「
滋
賀
県
基
本
構
想
実
施
計
画
」

に
反
映
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。第

56
代
滋
賀
県
知
事
と
し
て
県
政
を
担
う
に

あ
た
り
、何
を
成
そ
う
と
し
、ど
の
分
野
の

政
策
に
力
点
を
置
き
、ど
の
よ
う
な
滋
賀

県
を
目
指
す
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
４
期
目
の
県
政
を
担
う
に
あ
た

り
、安
心
の
地
域
医
療・介
護
体
制
づ

く
り
や
、国
ス
ポ・障
ス
ポ
大
会
の
レ
ガ
シ

ー
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
の

「
ひ
と
の
健
康
」、地
域
防
災
力
の
強
化
、新

た
な
産
業
の
創
出
や
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

※
１ン

を
好
機
と
し
た
観
光
の

振
興
、交
通
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の「
社
会
と

経
済
の
健
康
」、県
民
参
画
に
よ
る
琵
琶
湖

の
保
全
や
、や
ま
の
健
康
な
ど
の「
自
然
の

健
康
」と
い
う
３
つ
の
健
康
の
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
基
盤
と
な
る「
ひ
と
づ
く

り
」で
は
、子
ど
も
施
策
を
は
じ
め
、県
立

高
校
の
改
革
、産
業
や
医
療
・
福
祉
の
担

い
手
の
育
成
、さ
ら
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

や
多
文
化
共
生
な
ど
、次
の
時
代
を
見
据

え
た「
次
代
の
健
康
」に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、第
３
期
の
基

本
構
想
実
施
計
画
の
策
定
を
進
め
、官
民

や
広
域
で
の
連
携
、Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）な

ど
の
積
極
的
な
活
用
を
図
り
な
が
ら
、各

種
施
策
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、「
さ
さ
え

あ
っ
て
、と
も
に
い
き
る
健
康
し
が
」の
実

現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
振
興

問　
大
河
ド
ラ
マ「
豊
臣
兄
弟
！
」を

は
じ
め
、安
土
城
築
城
4
5
0
年
に

向
け
た
取
組
、彦
根
城
の
世
界
遺
産
登
録

へ
の
機
運
の
高
ま
り
な
ど
、滋
賀
の
魅
力

に
全
国
の
注
目
が
集
ま
る
絶
好
の
機
会

と
捉
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
取
組
と
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

結
び
付
け
、全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

滋
賀
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
大
き

な
契
機
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
滋
賀
の
魅
力
を
ひ
と
つ
の
滋
賀
ら
し
い
物

語
と
し
て
ど
の
よ
う
に
発
信
し
、他
府
県
と

の
差
別
化
を
図
る
の
か
、そ
の
戦
略
を
伺
い

ま
す
。

答　
本
県
は
、近
江
牛
や
湖
魚
、地
酒
な

ど
の
豊
富
な
食
材
、信
楽
焼
な
ど
の

伝
統
的
工
芸
品
、ビ
ワ
イ
チ
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
、多
様
で
魅

力
的
な
観
光
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、琵
琶
湖
を
中
心
と
し
て
育
ま

れ
て
き
た
滋
賀
の
暮
ら
し
や
生
活
文
化
な

ど
の「
滋
賀
の
リ
ズ
ム
」と
、近
江
商
人
の

「
三

※
２

方
よ
し
」を
は
じ
め
と
す
る
先
人
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
念
で
あ
る「
滋

賀
の
イ
ズ
ム
」を
、「
シ
ガ
リ
ズ
ム
」と
し
て

ま
と
め
て
い
く
こ
と
が
、他
府
県
に
は
な
い

本
県
独
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
、

今
日
ま
で
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
受
け
継
が

れ
て
き
た
の
か
、と
い
っ
た
こ
と
を
発
信

し
つ
つ
、観
光
事
業
者
だ
け
で
な
く
多
様

な
関
係
者
と
も
連
携
す
る
こ
と
で
、本
県

の
強
み
を
活
か
し
た
観
光
を
振
興
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
知
事
は「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」共
生
社
会
を
、県
政
の
理
念
に

掲
げ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
年
度
は

「
滋
賀
県
障
害
者
差
別
の
な
い
共
生
社
会

づ
く
り
条
例
」の
見
直
し
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。本
条
例
は
、民
間
事
業
者

の
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
義
務
化
し
た

先
進
的
な
も
の
で
し
た
が
、令
和
６
年
４

月
施
行
の
障
害
者
差
別
解
消
法
の
改
正

に
よ
り
、全
国
で
法
的
義
務
と
な
り
ま
し

た
。今
、先
行
県
と
し
て
問
わ
れ
る
の
は
、

義
務
の「
実
効
性
」で
す
。条
例
の
見
直
し

に
あ
た
り
、合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
の
現

時
点
の
到
達
度
と
今
後
の
実
効
性
の
確

保
に
向
け
た
決
意
を
伺
い
ま
す
。

答　
こ
れ
ま
で
、出
前
講
座
や
啓
発
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
、国
ス
ポ・障
ス
ポ
大
会

の
機
会
も
活
用
し
な
が
ら
、合
理
的
配
慮

に
関
す
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。こ
う
し
た
取
組
を
進
め
る
中
で
、当

事
者
団
体
か
ら「
合
理
的
配
慮
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
た
」と
の
お

声
を
い
た
だ
く
な
ど
、一
定
の
広
が
り
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、令
和
７
年
に
実
施
し

た
県
政
世
論
調
査
に
お
け
る「
合
理
的
配

慮
」の
認
知
度
は
約
３
割
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、条
例
の
理
念
の
浸
透
は
、な
お
道
半

ば
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、今
回
の
条
例
の
見
直
し
を

契
機
と
し
、障
害
や
合
理
的
配
慮
へ
の
理

解
が
さ
ら
に
広
が
り
、合
理
的
配
慮
が
社

会
の
中
で
自
然
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
、条
例

の
実
効
性
の
確
保
に
向
け
、私
自
身
も
先

頭
に
立
ち
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

地
域
交
通

問　
地
域
交
通
は
、県
民
の
日
常
生
活

を
支
え
る
と
と
も
に
、産
業
や
観
光

な
ど
地
域
の
経
済
活
動
を
支
え
る
重
要
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
す
。し
か
し
、利
用
者
の

減
少
や
運
転
士
不
足
な
ど
に
よ
り
、地
域

交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増

し
、本
県
に
お
い
て
も
減
便
や
路
線
の
廃

止
が
続
い
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
、今
年

３
月
、令
和
８
年
度
か
ら
５
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る「
滋
賀
地
域
交
通
計
画※

３
」が
策

定
さ
れ
、加
え
て「
交
通
ま
ち
づ
く
り
部
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
知
事
は
、本
県
の
将
来
を
見
据
え
、地
域

交
通
の
維
持
、充
実
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。ま
た
、そ
の

財
源
を
、県
と
し
て
ど
の
よ
う
に
確
保
し
、

国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
を
求
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答　
今
後
は
、「
滋
賀
地
域
交
通
計
画
」

に
基
づ
き
、各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
踏
ま
え
、地
域
交
通
の
充
実
に
向

け
た
取
組
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、交
通
軸
と
な
る
鉄
道
や
バ
ス
路

線
の
利
便
性
向
上
、駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス

向
上
な
ど
二
次
交
通※

4
の
充
実
、地
域
の
輸

送
資
源
の
活
用
、自
動
運
転
な
ど
未
来
を

見
据
え
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、地
域

交
通
の
魅
力
や
利
便
性
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、運
転
士
不

足
な
ど
深
刻
化
す
る
課
題
に
も
し
っ
か
り

と
向
き
合
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、県
民
や
企
業

の
皆
様
と
の
対
話
を
重
ね
、「
よ
り
良
い
暮

ら
し
」の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

県
と
し
て
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
必

要
な
施
策
を
計
画
的
に
実
施
し
、国
に
対

し
て
は
、全
国
知
事
会
を
は
じ
め
様
々
な

機
会
を
捉
え
、安
定
的
な
財
源
の
確
保
と

共
生
社
会

７
月
定
例
会
議
に
お
け
る

質
疑
・
質
問
か
ら

　
質
疑・質
問
の

　
質
疑・質
問
の

◀
詳
細
は

◀
詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

こ
ち
ら
か
ら

≪プレキャンペーン≫
2026年(令和8年)10月～12月
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

滋賀県議会では、県民の皆さんに議会の活動を一層ご理解いただくため、分かりやすい広報紙づくりに努めています。滋賀県議会だよりに関するご意見は以下までお寄せください。
	 宛先	 〒520-8577　大津市京町四丁目1-1　滋賀県議会事務局　政策調査課　TEL 077-528-4094　FAX 077-528-4940　Ｅメール gikai@pref.shiga.lg.jp

●令和８年度全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
　滋賀県を幹事県として近畿各地を
中心に、7月22日(水)から8月21日
(金)まで開催されたインターハイの総
合開会式が8月3日(月)、秋篠宮ご夫妻
のご臨席のもと、滋賀ダイハツアリー
ナで行われました。滋賀県議会議長を
はじめ議員一同も式典に出席し、選手
団に激励・エールを送りました。また、
県内では７競技が開催され、“する”
“みる”“ささえる”立場から多くの高
校生が活躍しました。

議会トピックス

●滋賀県議会ホームページ、X（旧ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。
　議会だより（広報紙、音声版）のバックナンバーも閲覧、聴取
いただけます。
　また、本会議の模様はライブ中継と録画配信をしています。
滋 賀 県 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ  https://www.shigaken-gikai.jp/
滋賀県議会 X（旧ツイッター） （アカウント名　@shigakengikai）

スマートフォン
等でもご覧いた
だけます。

支
援
制
度
の
充
実
に
つ
い
て
、引
き
続
き

要
望
し
て
い
き
ま
す
。加
え
て
、将
来
に
わ

た
り
施
策
を
安
定
的
に
実
施
し
て
い
く
た

め
、新
た
な
財
源
に
つ
い
て
も
検
討
し
、そ

の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
る
新
た
な
税
に
つ

い
て
は
、慎
重
か
つ
丁
寧
に
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

高
等
専
門
学
校

問　
滋

※
５

賀
県
立
高
等
専
門
学
校
の
整
備

は
、夢
あ
る
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、

滋
賀
県
の
重
要
施
策
の
ひ
と
つ
で
す
。進

学
希
望
の
高
い
高
専
の
維
持
、管
理
、運
営

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
、そ
の
魅
力
が

全
国
的
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、学
生
に
と

っ
て
も
分
か
り
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
本
県
の
高
専
が
持
つ
強
み
や
魅
力
と
は

何
か
を
伺
い
ま
す
。

答　
３
点
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
１
点
目
は
、１
年
次
か
ら
質・量
と

も
に
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
情
報
実
践
教

育
を
行
う
こ
と
で
、各
技
術
分
野
の
知
識

を
深
め
る
体
系
的
な
学
び
を
提
供
し
、専

門
分
野
を
持
ち
つ
つ
、情
報
技
術
に
も
強

い
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
育
成
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ（
多
様

性
）を
意
識
し
た
学
校
と
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
施
設
面
に
お
い
て
、誰
も
が
快
適
で

使
い
や
す
い
現
代
的
な
学
習
環
境
を
整

え
、女
性
教
員
の
確
保
や
女
子
学
生
の
入

学
促
進
、将
来
的
に
は
留
学
生
の
受
入
れ

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
３
点
目
は
、企
業
等
と
の
協
働
に
よ
る

技
術
教
育（
協
育
）で
す
。3
0
0
近
く
の

企
業
に
開
校
前
か
ら
応
援
団
と
な
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、工
場・現
場
見
学
、企
業

実
習
な
ど
、本
物
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

に
触
れ
る
実
践
的
な
技
術
者
教
育
を
、企

業
と
共
に
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、県
立
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、県
や
市

町
の
行
政
と
連
携
し
、様
々
な
社
会
課
題
の

解
決
に
、エ
ン
ジ
ニ
ア
の
技
術
力
で
挑
戦
す

る
こ
と
も
、大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

６月臨時会議および７月定例会議で審議した議案、
賛否の状況、請願、意見書・決議等はこちらから▶

番号 件　　　名 結果
意見書第８号 地方行政運営に必要な財源の充実・強化を求める意見書（案） 否決
意見書第９号 高額療養費制度の見直しを求める意見書（案） 否決
意見書第10号 住宅宿泊事業に対する監督体制の強化を求める意見書（案） 可決
意見書第11号 社会福祉施設職員等退職手当共済制度における保育所等に対

する公費助成の継続を求める意見書（案）
可決

意見書第12号 ドナーミルクの利用拡大を求める意見書（案） 可決

７月定例会議で審議した意見書

議案番号 件　　　名 結果
議第85号～
　議第86号

令和8年度滋賀県一般会計補正予算（第1号）　ほか１件 可決

６月臨時会議で審議した議案

議案番号 件　　　名 結果
議第87号～
　議第88号

令和８年度滋賀県一般会計補正予算（第2号）　ほか１件 可決

議第89号～
　議第95号

滋賀県職員の勤務時間、休日および休暇に関する条例等の一
部を改正する条例案　ほか６件

可決

議第96号 契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県立琵琶
湖文化館整備事業）

可決

議第97号～
　議第98号

財産の取得につき議決を求めることについて　ほか１件 可決

議第99号 損害賠償請求事件の和解および損害賠償の額を定めることに
つき議決を求めることについて

可決

議第100号 契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県東北部
工業技術センター整備事業）

可決

議第101号 滋賀県人事委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
議第102号 令和8年度滋賀県一般会計補正予算（第3号） 可決
議第103号 令和8年度滋賀県一般会計補正予算（第4号） 可決
議第104号 令和8年度滋賀県一般会計補正予算（第5号） 可決
議第105号～
　議第114号

滋賀県公益認定等委員会委員の任命につき同意を求めること
について　ほか９件

同意

７月定例会議で審議した主な議案

７月定例会議で採択した請願
●�「福祉医療機構が行う社会福祉施設職員等の退職手当共済に係る公費助成の現状維持
と継続」について

用語解説 ※５「滋賀県立高等専門学校」……�野洲市に2028年４月開校予定の県内初の高等専門学校。情報系、電気電子系、機械系、建設系の４コースを設置。１学年120人。

●県議会議員補欠選挙の結果
　６月 26日に告示され、７月５日に執行された県議会議員補欠選挙で、森川
えりな氏（大津市選挙区）、林利幸氏（彦根市犬上郡選挙区）、西村弘樹氏（守
山市選挙区）がそれぞれ当選されました。

●常任委員会委員・特別委員会委員の選任
　補欠選挙に伴い、常任委員会では、森川えりな議員が総務・企画・公室常任
委員会に、林利幸議員が教育・子ども若者・警察常任委員会に、西村弘樹議員
が観光文スポ・県土・交通常任委員会にそれぞれ所属することとなりました。
　また、特別委員会では、森川えりな議員、林利幸議員、西村弘樹議員ともに
琵琶湖・森林・防災対策特別委員会に所属することとなりました。

議会からのお知らせ

●テレビ放送のご案内
　本日９月６日（日）および９月 13日（日）の午後６時 30分から、県議会
広報番組「委員会活動リポート」をびわ湖放送で放送します。
　番組では、９月６日は常任委員会の、９月 13日は特別委員会の、それぞれ
の委員の紹介、委員会の審査や県内調査の模様、委員長のインタビューなどを
お届けします。どうぞご覧ください。

	 会派別議員数  （令和８年７月９日現在）

自由民主党滋賀県議会議員団	 21 人
チームしが 県議団	 ９人
さざなみ倶楽部	 ３人
滋賀維新の会	 ３人

公明党滋賀県議団	 ２人
日本共産党滋賀県議会議員団	 ２人
無所属	 ４人

（定数 44 人）現員 44 人

読者プレゼント
議会に対するご意見や、議会だよりのご感想をお寄せください。
抽選で 10名様にプレゼントが当たります！

【応募締切】	 令和８年 10月５日（月）　当日消印有効
【応募方法】	 ハガキ：〒520-8577	 滋賀県大津市京町四丁目１-１
	 滋賀県議会事務局　政策調査課
	 Email：gikai@pref.shiga.lg.jp
	 ＦＡＸ：077-528-4940
	 フォーム：右の二次元コード
【記載事項】	 ●今号の議会だよりで興味があった
	 テーマ・トピック、その理由
	 ●その他（ご意見、ご感想）
	 ●〒住所	 ●電話番号
	 ●氏名	 ●年代（例：10代）

今回のプレゼント

マグボトル&タンブラー
（滋賀県立大学 30周年記念ロゴ入り）

個人情報の取り扱い：�いただいた個人情報は「滋賀県議会の保有する個人情報の保護に関する条例」に基づき適正に取り扱い、
抽選とプレゼント発送以外には使用いたしません。当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

▶
応
募
フ
ォ
ー
ム

　中東情勢の影響に対応するため、令和８年６月30日に臨時会議を開催し、物
価高騰対策に係る経費を計上した令和８年度滋賀県一般会計補正予算（第１
号）など知事提出議案２件と議員提出議案２件（意見書案２件）が上程され、こ
れらの審議の結果、いずれも原案のとおり可決されました。

6月臨時会議6月臨時会議のの概要概要

総合開会式の模様
提供：P＆P浜松 ６月臨時会議で審議した意見書

番　号 件　　　名 結果
意見書第６号 自衛官に対する偏見の解消および理解の促進を求める意見書（案） 可決
意見書第７号 皇室の伝統に基づく安定的皇位継承を確保するための法整備の

早期実現を求める意見書（案）
可決


